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【科目】情報理論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・学年共通
【担当教員】

荒川 達也

【授業目標・教育方針】
・情報源の数理モデルを理解すること。
・情報量に関する基本的な概念とそれらの性質を理解すること。
・情報源符号化の基本定理と基本的な符号化アルゴリズムを理解すること。
・通信路モデルと通信路符号化定理を理解すること。
・誤り訂正符号の基本的な概念と基本的な符号化アルゴリズムを理解すること

【授業概要】
まず確率の基礎について復習し、その後情報量とエントロピー、情報源符号化、通信路符号化、誤り訂正符号につい
て順次学習する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：情報伝送と符号の理論：岩垂　好裕：オーム社：4274132242

【メッセージ】
符号化を通じて情報を数理的に取り扱えるようになることをよく理解してください。この授業でも簡単に復習します
が、本科の数学で習う確率統計がこの科目の基礎となります。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：情報理論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 ガイダンス ・情報理論とは
第 2 回 確率 ・情報理論に必要な確率の知識の復習
第 3 回～第 4 回 情報量 ・情報源のモデル

・情報量
・相互情報量
・エントロピー

第 5 回～第 7 回 情報源符号化 ・情報源符号化とは
・情報源符号化定理
・ハフマン符号

第 8 回 中間試験 中間試験
第 9 ～ 11 回 通信路符号化 ・通信のモデル

・通信路容量
・通信路符号化定理

第 12 回～第 14 回 誤り訂正符号 ・ハミング距離
・誤り訂正能力
・ハミング符号

第 15 回 期末試験 ・期末試験
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